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ラスターの如 きものの存在を暗示 し,その他ホール係数の如 く呂由電子値か ら

ずれを示す場合 も多 く,これが合金にな ると一層強訴され る傾向にあ り,今後

の議論の中心 になるであろ う｡

金属液体の物性測定はLZ7-.i体の皆合に比べ,実験緯度に閑静を含む場合 もあ り,

従って実験粘度の向上が要望され ると共に,実験 と群論 とが緊密に給びついた

新しい研究が期待され,今FHJのシンポジウムの主眼の 1つである.

液体金属の電子状態

東北大 ･工学部 田 中 実

S.首.耳clward_Sに よれは,液体金殿の電 子状鮭に組す る埋弁的知見 と実験

的知識 とはあ る種の相補性の原理にあてはま るのか現状であるO最 も精密な実

験飴巣が得られ る物軽的量は理論的な翫 蛎の観めて轟き鮭なものであ り,他方理

論的に厳密に議論 し得 る性質の童は実験的に詳細にチ ェックす ることは難か し

い O

こと数年の理論的進展は,他方では ZimE).′rlの当初のアイデアの定量的計算

の試みが精力的になされた反面,泰製的な進歩は遅々た るものであった｡簡単

な金属をとり上げ電気抵抗その他の輸送係数をその金属の高温相におけ る計算

として求めて基礎的な仮定を明らかにし,た とえは ZJimEJlnの表式がどのよう

な条件の下で得 られ ろかを吟味した試み (Gヱ-eerie-Kchn), い くつかの

ipseuacⅠ)ctential の衰式を相互に比較 して電気抵抗の計算値が ZirrLe.nの

表茸の枠内では ps∈ud,cpctentia･1の短波長の領域の数値に著 しく鋭敏であ

り,従って実験値 との一致はそれだけでは必ずしも意味のあることとは云えな

い (TvYiser),また第 1Bcm 近似の蓑式が液体ナ トリウムの場合でさえ抵抗

の温度係数を正 しくは与えない 日 ?)(Greenfiela-Wiser, Tanaka

-Beeby),等はいわば Zirr,an理論の役争怪.正 しく評価 し･ようとする試みで

あるといえよ､ぅ｡
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他方,rwe､β.k interactionの枠からはみ出しでいるかの ように見えるい く

つかの液体金属の輸送係数の実験値の説明のために,-フェル ミ面近傍の状辞密

度に著 しい air'があ り,従っ七当然その近傍のエネ′レギーLを持つ電子の波束

は r_early-free-electron近似の場合 と著 しく異るであろうとす る解釈

(Mott)は , strong intera,ction,或いは乱れた系内の電子状鯵に対す

る理論のいとぐちを提案したものである｡

他方また,実験的に興味あるものとして合金系及び遷移金属各液相におけ る

電子状静に閑した実験が近々数年稗力的に行なわれている｡ しかし合金系の電

気抵抗等について F8t)er等の解釈が試みられてい る他,.遷移金属にいたって

は 冒ぼLt､理論的研究はほ とんど見あたらないO しかし,掛 こ後者に関す る知

識は 8-a_相互作用L電子的構造 との鞘係を新し.い粂件の下で議論するいと･ぐ

ちとして鼓索であ ると思わ,h.,ao

最後に観琴階としては,ある特定の液体金属をとりあげ,実験線巣のいくっ

かや 統一的に説明する試みを改めてとり上げ る必要があろう｡.理論的な仮定を

整理 して .与の金属の フェ)1/ミ面近傍の電子状辞の特徴を明らかにす 車ととが

目的であ.る｡また,地方では乱れた系内の電子的構造を2,5の簡単なモデル

について数学的に厳密に議論す ることを,可能な限 り液体金属の実体を意識 し

て実行してほしい ｡

第 5にやや異質の降誕として,伝導帯子の存在 と,イオンの熱運動の稗徴 と

ーの関係を明らかにすることがあ り,中性子非弾性散乱の一実験的知識 との鋸達に

おいて興味がある｡

ヽ
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液体金属における局在電子状態

新潟大 ･聾･物#= 田 巻 繁

N.F.Tin.がかな りよい近似を与える恵常の液体金属 と対称的に,遷移金殿

或いはその合金の液体状鮎に関す る物性の研究が期待されている.この主旨に

そ って,遣移金属と遷移金属稀薄合金の液体状鮎におけ る物性についてのこれ

までに知られた実験事実 と著者の行なった実験の二三について敢告 した｡

(1) 遷移金属 (FIβ,Co,Ni) ; 局在 LIL電子の寄与があらわであ る物性

の例 として比熱の鹿が Cuのそれ よV)も敦 cavJm｡1多いことを示 したご)u

又, Hlet/ktlLgaW a や Urbain と UbeltlCkerの Ni,C｡の固体液 体の画板率

のデータを引用 し,融解後も f3ohrrr招,gln∈:ton numt･erが温度に対 して連続
m(∋1t

であることか ら, I.C.C -→ molten str･uctareではま電子の寄与のし

かたが変らないことを示唆した≡)･5)又, Niの電気抵抗両こついての著者の

データから, ps- pLのとびが主 として SI S散乱による変化 として考え,
4)

S- a_散乱は変化しない と考え ると実験 データが定性的に合 うことを示 した.

･最近の Takeuchi,Suzuki,Tarriaki,Yan8.0の iiq_uid･Niに対す る

a(K)を湘定し,Cuの a(K) と余 り変 りないことをみいだしてい ることを附
5)

記す る｡

(2) 遵移金巌稀薄合金 ; この物蟹かこ対す る主な目的は Fried_e1-And.-

erson流の第 0近似におけ るVirtua/i tounclstateが液体状態:ではどの

ようになるかについて著者の実験を*心にのべた o

liq_ui.'imetalを hostにす ることに より, V .I).S.が magneticか
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